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山回1990年11月1日

現代社会の繁栄と荒廃

《テーマ》

憂

大
阪
大
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
レ
ポ

約
二
千
五
百
人
を
集
め
て
開
か
れ
た
大
阪
大
会

ノ
　
ー
ル
で
開
く

　
第
三
十
四
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

大
阪
大
会
（
全
日
本
仏
教
会
・
大
阪

府
仏
教
会
主
催
）
が
、
去
る
九
月
十

一
日
、
大
阪
・
中
之
島
の
大
阪
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催

さ
れ
た
。
「
花
と
緑
の
博
覧
会
」
も
開

催
期
間
を
一
月
残
す
ば
か
り
で
、
最

後
の
盛
り
上
り
を
見
せ
る
大
阪
に
、

府
内
を
中
心
に
全
国
か
ら
約
二
千
五

百
人
が
参
集
。
当
地
で
は
、
昭
和
三

十
七
年
の
第
十
回
大
会
に
続
い
て
、

二
回
目
の
開
催
で
あ
る
。

　
大
会
の
テ
ー
マ
は
「
い
ま
と
も
し

び
を
1
現
代
社
会
の
繁
栄
と
荒
廃
1
」
。

大
会
前
日
に
は
、
開
催
中
の
花
博
会

場
い
の
ち
の
塔
前
広
場
で
、
こ
ど
も

カ
ー
ニ
バ
ル
を
開
催
。
府
内
の
仏
教

関
係
幼
稚
園
児
約
千
名
が
鼓
笛
隊
、

遊
戯
等
を
披
露
し
た
。

　
大
会
当
日
は
、
記
録
的
な
残
暑
の

中
、
正
午
か
ら
式
典
が
開
催
。
平
興

誓
大
会
実
行
委
貝
長
の
開
会
宣
言
に

続
い
て
、
献
灯
、
三
帰
依
文
唱
和
、
声
明
（
本
大
会

で
初
め
て
統
一
経
典
と
し
て
採
用
さ
れ
た
「
浬
藥
経

験
の
偶
」
）
、
大
谷
女
子
大
・
短
大
の
コ
ー
ラ
ス
に
よ

る
大
会
讃
歌
が
流
れ
、
そ
の
途
中
、
全
世
界
に
向
け

て
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

　
続
い
て
、
春
見
文
勝
大
会
総
裁
（
全
日
本
仏
教
会

会
長
・
臨
済
宗
妙
心
寺
派
管
長
）
、
鈴
木
短
期
大
阪

府
仏
教
会
会
長
が
挨
拶
、
来
賓
と
し
て
元
郵
政
大
臣

の
中
山
正
暉
衆
議
院
議
員
を
は
じ
め
、
岸
昌
大
阪
府

知
事
、
西
尾
正
也
大
阪
市
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を

述
べ
た
。

　
そ
の
後
、
豊
島
今
雄
大
会
広
報
委
員
長
が
、
現
在

進
行
中
の
イ
ラ
ク
紛
争
を
憂
慮
し
た
緊
急
動
議
を
読

み
上
げ
、
満
場
の
拍
手
を
も
っ
て
採
択
さ
れ
た
。

　
休
憩
を
は
さ
ん
で
第
二
部
は
、
大
谷
光
真
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
門
主
の
記
念
法
話
で
始
ま
っ
た
。
大
谷

門
主
は
花
博
に
ち
な
み
、
様
々
な
仏
教
経
典
に
見
ら

れ
る
花
の
た
と
え
を
引
用
し
な
が
ら
法
話
を
行
い
、

会
場
の
参
加
者
た
ち
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　
そ
れ
に
続
い
て
、
直
木
賞
作
家
の
津
本
陽
氏
が
、

「
現
代
社
会
の
繁
栄
と
荒
廃
」
の
大
会
サ
ブ
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
基
調
講
演
を
行
っ
た
。
津
本
氏
の
話
は
、

幼
少
時
に
お
け
る
仏
教
と
の
関
わ
り
か
ら
始
ま
り
、

自
分
自
身
の
戦
争
体
験
と
そ
の
後
の
作
家
活
動
ま
で

及
び
、
「
現
代
社
会
の
繁
栄
の
底
に
見
ら
れ
る
現
代

人
の
心
の
荒
廃
を
、
い
か
に
救
う
か
が
宗
教
者
の
役

割
」
と
話
を
結
ん
だ
。
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基
調
講
演
に
引
き
続
き
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
入
っ

た
。
映
画
監
督
の
松
林
宗
恵
氏
の
司
会
で
、
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
、
津
本
氏
、
金
岡
秀
友
東
洋
大
学
教
授
、

歌
手
の
さ
だ
ま
さ
し
氏
が
参
加
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
津
本
氏
の
講
演
を
も
と
に

日
本
人
の
文
化
論
を
展
開
。
後
半
で
は
、
現
在
話
題

に
な
っ
て
い
る
臓
器
移
植
を
め
ぐ
っ
て
、
四
氏
は
活

発
な
議
論
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
金
岡
氏
の

「
脳
死
と
心
臓
死
を
め
ぐ
る
死
の
判
定
を
、
な
ぜ
こ

ん
な
に
も
急
ぐ
の
か
と
い
う
点
を
危
惧
す
る
」
と
の

発
言
は
、
注
目
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
最
後
に
は
、
司
会
の
松
林
氏
が
「
現
代
社

会
に
お
け
る
日
本
人
の
生
活
は
、
も
っ
と
も
っ
と
と

欲
望
を
高
め
る
ば
か
り
。
こ
れ
以
上
、
何
が
欲
し
い

と
い
う
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
は
仏
教
の
お
し
え
に

よ
っ
て
、
も
っ
と
も
っ
と
慎
ま
し
く
生
き
て
行
く
必あいさつする春見大会総裁

要
が
あ
る
の
で
は
し
と
話
を
締
め
く
く
っ
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
続
い
て
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

さ
だ
ま
さ
し
氏
が
「
ト
ー
ク
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
を

行
っ
た
。
さ
だ
氏
独
特
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
話
と

歌
を
、
参
加
者
は
充
分
に
堪
能
し
て
い
た
。

　
大
会
の
最
後
に
は
、
増
田
貞
圓
大
阪
府
仏
教
会
副
会

長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
大
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

　
大
会
終
了
後
、
全
日
空
ホ
テ
ル
シ
ェ
ラ
ト
ン
を
会

場
に
、
六
時
か
ら
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
、

全
て
の
日
程
を
終
了
し
た
。
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▲
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6
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毎
◇
奪
6
も
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▼
も
6
奪
◆
奪
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◎
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‘
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も
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◇
塾
6
奄
◆
毒
▲
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6
・
◆
も
孟
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◆
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花
と
緑
の
博
覧
会
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
、
こ
こ

大
阪
に
お
き
ま
し
て
、
第
三
十
四
回
全
日
本
仏
教
徒

会
議
・
大
阪
大
会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
一
言

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
大
会
は
、
「
い
ま
と
も
し
び
を
」
を
メ
イ
ン
テ

ー
マ
に
、
ま
た
サ
ブ
テ
ー
マ
に
は
「
現
代
社
会
の
繁

栄
と
荒
廃
」
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
が
、
テ
ー
マ
と
い

い
、
場
所
と
い
い
、
ま
こ
と
に
当
を
得
た
大
会
で
は

な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

　
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
四
十
五
年
前
、
敗
戦
か
ら
よ
う

や
く
立
ち
上
が
っ
た
日
本
は
、
そ
れ
こ
そ
文
字
通
り

「
無
一
物
」
か
ら
の
出
発
で
あ
り
ま
し
た
。
「
豊
か

に
な
り
た
い
。
た
だ
豊
か
に
な
り
た
い
」
こ
の
一
念

が
今
日
、
日
本
の
経
済
を
世
界
の
頂
点
に
ま
で
上
ら

せ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
お
陰
さ
ま
で
私
共
は
、
物

質
的
に
は
何
一
つ
不
自
由
の
な
い
、
豊
か
な
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
花
に
た
と
え
れ
ば
、

今
が
ち
ょ
う
ど
満
開
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
．

　
し
か
し
最
近
に
な
っ
て
私
共
は
、
経
済
的
な
繁
栄

や
物
質
的
な
豊
か
さ
の
み
が
、
幸
せ
を
も
た
ら
し
て

く
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
よ
う
や
く
気
づ
き
始

め
た
の
で
す
。
家
庭
や
学
校
、
あ
る
い
は
職
場
や
社

会
で
、
心
の
荒
廃
を
象
徴
す
る
よ
う
な
不
幸
な
出
来

事
や
事
件
が
頻
繁
に
起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。

　
花
の
博
覧
会
に
限
ら
ず
、
花
が
咲
け
ば
人
は
集
ま

り
ま
す
。
花
は
そ
の
美
し
さ
故
に
人
の
心
を
迷
わ
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
ど
ん
な
美
し
い
花
で
も
、

枯
れ
て
落
ち
れ
ば
結
局
は
塵
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
大
切
な
こ
と
は
、
咲
い
た
花
が
ど
の
よ
う
な
実

を
結
ぶ
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
難
句
経
に
「
お
の
れ
こ
そ
　
お
の
れ
の
よ
る
べ

お
の
れ
を
措
き
て
　
誰
に
よ
る
べ
そ
　
よ
る
べ
そ
獲

ん
」
と
い
う
偶
が
あ
り
ま
す
。

　
今
大
会
を
契
機
に
、
お
の
れ
の
心
の
中
に
、
決
し

て
消
え
る
こ
と
の
な
い
仏
の
と
も
し
び
が
、
光
り
輝

い
て
い
る
の
だ
と
い
う
自
覚
を
互
い
に
し
っ
か
り
と

持
ち
合
い
、
美
し
く
咲
き
誇
っ
て
い
る
私
共
の
心
の

花
が
、
大
き
な
、
大
き
な
実
を
結
ぶ
こ
と
を
念
じ
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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去
る
十
月
十
五
日
、
午
後
二
時
か
ら
、
東
京
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
本
会
の
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
白
川
理
事
長
の
導
師
で
三
帰
三
文
を
唱
和
、
理
事

長
挨
拶
に
つ
づ
い
て
、
議
長
に
白
川
理
事
長
、
議
事

録
署
名
人
に
、
細
川
信
元
、
柳
下
隆
侃
の
両
両
を
選

ん
で
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
平
成
三
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方

針
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
剛
山
財
務
部
長
が
基
本
方
針
を
詳
細
に
説
明
の
後
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

東京グランドホテルで開かれた理事会

マ
ヤ
堂
修
復
事
業
な
ど
審
議

　
議
案
第
二
号
「
ル
ン
ビ
ニ
i
園
マ
ヤ
堂
修
復
工
事

の
今
後
予
想
さ
れ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
求
め

る
件
」

　
久
米
原
国
際
文
化
部
長
及
び
、
川
井
ル
ン
ビ
ニ
ー

委
員
長
が
、
最
初
に
去
る
九
月
の
調
印
式
及
び
、
マ

ヤ
堂
起
工
式
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
写
し
な
が
ら

説
明
し
た
。

　
そ
の
後
、
様
々
な
問
題
点
に
つ
い
て
、
出
席
者
か

ら
活
発
な
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

　
議
案
第
三
号
「
ル
ン
ビ
ニ
i
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業

の
勧
募
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
剛
山
財
務
部
長
が
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
補
正
予

算
書
」
を
も
と
に
詳
細
に
説
明
、
原
案
通
り
承
認
さ

れ
た
。

　
議
案
第
四
号
「
参
与
会
規
則
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
川
島
総
務
部
長
よ
り
説
明
、
字
句
を
一
部
検
討
す

る
こ
と
を
条
件
に
、
承
認
さ
れ
た
。

　
報
告
事
項
「
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
貝
会
答
申

に
つ
い
て
」

　
野
生
司
社
会
部
長
及
び
、
信
教
の
自
由
に
関
す
る

委
員
会
の
高
橋
副
委
員
長
が
報
告
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
出
席
者
か
ら
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
事
務
総
局
各
部
報
告

　
各
担
当
部
長
よ
り
、
報
告
が
行
わ
れ
た
。
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一
九
九
一
年
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
込
み
受
付
け
中

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
左
記
要
領
に
て
、
「
全
仏

手
帳
」
を
発
行
し
ま
す
。
部
数
に
限
り
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
御
注
文
は
お
早
め
に
。

内
　
容

サ
イ
ズ

定
　
価

申
込
先

三
帰
依
文
、
四
隅
誓
願
、
宗
門
聖
日
、

加
盟
団
体
役
員
住
所
録
そ
の
他

9
×
1
4
㎝

六
〇
〇
円
（
送
料
実
費
）

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
一
四

　
　
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
「
全
仏
手
帳
係
」
係
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白
川
良
純
理
事
長
名
で
提
出

　
本
会
は
、
九
月
二
十
九
日
付
け
で
、
左
記
の
「
要

望
書
」
を
自
由
民
主
党
政
務
調
査
会
、
全
国
組
織
委
員

会
あ
て
に
提
出
し
た
。
こ
れ
は
去
る
九
月
十
七
日
の

本
会
税
務
委
員
会
で
内
容
が
検
討
さ
れ
、
白
川
理
事

長
名
で
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
要
望
書

　
平
成
三
年
度
税
制
改
正
の
審
議
に
あ
た
り
、
本
会

は
左
記
の
点
を
強
く
要
望
致
し
ま
す
。

〔
要
望
事
項
〕

　
（
一
）
公
益
法
人
の
営
む
収
益
事
業
の
範
囲
の
不

　
　
　
　
拡
大

　
（
二
）
公
益
法
人
の
営
む
収
益
事
業
に
対
す
る
法

　
　
　
　
人
税
率
の
引
き
下
げ

　
（
三
）
公
益
法
人
の
預
貯
金
等
よ
り
生
ず
る
果
実

　
　
　
　
に
対
す
る
非
課
税
制
度
の
堅
持

〔
理
由
〕

　
宗
教
法
人
が
本
来
、
人
心
の
安
定
を
は
か
り
、
教

育
、
文
化
、
社
会
福
祉
、
そ
の
他
公
益
の
増
進
に
寄

与
す
る
こ
と
は
、
宗
教
が
人
間
の
心
の
救
い
の
構
造

と
し
て
存
在
す
る
以
上
、
当
然
の
帰
結
で
ご
ざ
い
ま

す
。　
宗
教
法
人
法
用
六
条
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
宗
教

法
人
が
営
む
収
益
事
業
は
、
本
来
営
利
を
目
的
と
し

た
も
の
で
は
な
く
、
宗
教
活
動
を
円
滑
な
ら
し
め
る

た
め
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
し
か
る
に
、
宗
教
法
人
へ
の
課
税
強
化
は
、
そ
の

活
動
を
縮
小
さ
せ
、
宗
教
の
も
た
ら
す
精
神
文
化
の

高
揚
に
著
し
い
支
障
を
き
た
す
と
共
に
、
宗
教
そ
の

も
の
の
存
在
す
ら
危
う
く
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

　
も
と
よ
り
、
国
家
財
政
に
協
力
す
る
こ
と
は
、
宗

教
法
人
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
「
税

制
改
正
」
の
名
の
も
と
に
、
国
家
権
力
が
憲
法
に
保

証
さ
れ
て
い
る
「
信
教
の
自
由
」
、
「
政
教
分
離
」
の

原
則
を
脅
か
す
こ
と
を
懸
念
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
税
制
改
正
に
は
、
宗
教
者
と
し
て
絶
対
に

容
認
で
き
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
宗
教
法
人
の
特
性
及
び
歴
史
的
慣
習
を
十
分
斜
酌

さ
れ
、
ご
審
議
下
さ
い
ま
す
よ
う
せ
つ
に
要
望
申
し

上
げ
ま
す
。
・

色
井
　
秀
譲
（
前
濡
仏
副
会
長
）

十
月
五
日
、
八
十
四
歳
で
遷
化

天
台
真
盛
宗
管
長

野
蚕
務
《
局
〔
録
募
多
　
｛

一
十
月
一

一
日
　
ル
ン
ビ
ニ
i
委
員
会

　
八
日

　
九
日

＋
一
日

＋
五
日

十
九
日

二
十
一
～
二
十
五
日

二
十
二
～
二
十
七
日

二
＋
七
日

　
三
十
日

三
＋
一
日

局
内
会
議

国
際
委
員
会

1
2
・
6
宗
教
者
連
絡
会
出
席

局
内
会
議

理
事
会
（
東
京
）

小
峰
順
城
前
智
山
派
管
長
本
葬
儀
参
列

　
　
　
　
世
界
仏
教
徒
会
議
ソ
ウ
ル
大

　
　
　
　
会

　
　
　
　
ネ
パ
ー
ル
現
地
調
査

「
修
証
義
」
公
布
百
周
年
記
念
行
事
出
席

囲
碁
大
会

同
和
委
員
会

日本の心を伝える

西日本本部／福岡市博多区博多駅前日生ビル魯092（472）1621㈹

東京本部／東京都中央区銀座共同ビル新銀座壼03（541）3891㈹

寺院専門工場㈱長谷川仏具工事／直方市大字中東明日香台魯09492（4）7211㈹
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ﾆ
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
龍
谷
大
学
教
授
　
浅
井
成
海

　
第
九
回
「
業
・
栴
陀
羅
問
題
」
に
関
す
る
研
究
会

は
、
去
る
九
月
十
七
日
午
後
一
時
か
ら
、
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
会
議
室
に
、
約
六
十
人
の
出
席
者
を
集
め

て
開
催
さ
れ
た
。
龍
谷
大
学
教
授
・
浅
井
成
海
師
が

「
業
の
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
、
要
旨
次
の
よ
う
な
発

表
を
行
っ
た
。

　
親
鶯
聖
人
の
教
え
に
お
い
て
は
、
浄
土
三
部
経
の

『
無
量
寿
経
』
を
中
心
の
経
典
と
す
る
。

　
こ
の
経
の
下
巻
に
五
悪
段
と
い
う
、
大
変
倫
理
的

な
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
、

第
一
悪
の
中
に
「
過
去
、
様
々
な
悪
を
な
し
た
者
は
、

こ
の
世
で
そ
う
い
う
果
を
受
け
て
い
く
ん
だ
」
と
、

身
分
の
問
題
も
、
体
に
障
害
を
受
け
る
と
い
う
問
題

も
、
そ
れ
は
過
去
の
因
に
よ
る
、
だ
か
ら
こ
の
世
で

恵
ま
れ
た
体
や
恵
ま
れ
た
生
活
を
送
る
者
は
、
過
去

に
優
れ
た
善
根
を
積
ん
だ
か
ら
で
あ
る
と
、
こ
の
よ

う
に
説
か
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

　
『
無
量
寿
経
』
で
親
字
聖
人
が
説
か
れ
た
中
心
は
、

第
十
八
願
の
本
願
の
救
い
だ
が
、
そ
れ
と
は
切
り
離

さ
れ
た
形
で
、
江
戸
時
代
か
ら
五
悪
段
が
布
教
さ
れ
、

講
義
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
が
差
別
を
生
み
出
す

大
き
な
原
因
と
な
っ
た
訳
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
西
本
願
寺
で
は
『
浄
土
真
宗
聖
典
』
注

釈
版
を
出
版
し
た
際
、
補
注
を
設
け
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

　
社
会
的
矛
盾
や
差
別
は
歴
史
的
社
会
的
に
つ
く
ら

れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
不
幸
を
被
害
者
で
あ
る
本
人
の
責
任
に
転
化
し
、

そ
の
不
幸
を
ひ
き
お
こ
し
た
本
当
の
要
因
か
ら
目
を

そ
ら
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
業
論
が
説
か
れ
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
浄
土
真
宗
で
は
『
大
経
』
の
「
五
悪
段
」
は
、
本

願
成
就
文
の
逆
転
抑
止
の
教
意
を
広
ぐ
説
か
れ
た
も

の
と
領
解
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
未
信
者
に
対

し
て
は
、
悪
を
畳
め
つ
つ
自
身
の
罪
悪
を
知
ら
し
め

て
本
願
の
念
仏
に
導
き
、
信
者
に
対
し
て
は
、
機
の

深
信
の
立
場
か
ち
、
自
身
を
つ
ね
に
顧
み
て
、
五
悪

を
つ
つ
し
み
、
五
善
を
勉
め
る
よ
う
に
気
後
の
倫
理

生
活
を
勧
誠
さ
れ
た
も
の
と
う
け
と
め
ら
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
宗
教
的
倫
理
を
勧
め
た
も

の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
現
実
を
過
去
に
よ
っ
て
正
当
化

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
説
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

現
実
の
行
き
方
を
誠
め
て
、
正
し
い
未
来
を
開
く
た

め
の
教
説
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ

ろ
か
そ
の
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
功
績
と
褒
賞
、

犯
罪
と
刑
罰
と
い
う
よ
う
な
因
果
の
関
係
を
す
べ
て

に
お
よ
ぼ
す
と
い
う
論
理
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た

し
か
に
わ
か
り
や
す
い
倫
理
説
で
あ
る
。
し
か
し
そ

れ
は
ど
こ
ま
で
も
悪
を
警
め
て
善
を
す
す
め
る
と
い

う
本
来
の
目
的
に
そ
っ
て
領
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
も
し
そ
う
で
な
く
て
現
実
に
存
在
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
社
会
的
な
差
別
事
象
や
、
個
人
的
な
幸
不
幸

を
説
明
す
る
た
め
の
教
説
と
受
け
と
る
な
ら
ば
、
す

べ
て
の
不
幸
は
、
そ
の
人
の
過
去
世
の
悪
業
の
報
い

と
し
て
の
罰
で
あ
り
、
す
べ
て
の
幸
福
は
過
去
の
善

行
に
対
す
る
褒
賞
で
あ
る
と
い
う
固
定
的
な
現
実
理

解
を
生
み
出
し
、
教
説
の
本
意
か
ら
外
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
解
説
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
親
驚
聖
人
は
、
過
去
の
因
に
よ
っ
て
現
在
の
人
間

の
罪
業
の
軽
い
者
、
深
い
者
と
い
う
よ
う
な
見
方
で

は
な
く
、
人
間
存
在
そ
の
も
の
が
罪
業
の
存
在
で
あ

る
と
い
う
人
間
観
を
も
っ
て
い
る
。

　
『
無
量
寿
経
』
の
中
に
、
「
五
逆
罪
、
万
法
罪
」
を
犯

し
た
者
は
、
本
願
の
上
で
は
除
か
れ
る
と
書
い
て
あ

る
が
、
聖
人
は
「
五
逆
罪
、
誘
法
罪
」
を
犯
し
た
者

こ
そ
、
救
い
の
目
当
て
で
あ
る
と
読
み
、
「
悪
人
正
機
」

と
い
わ
れ
る
人
間
の
見
方
を
展
開
し
て
い
く
。
業
に

つ
い
て
は
同
じ
経
典
の
中
に
し
ば
し
ば
説
か
れ
て
い

る
「
大
願
業
余
」
の
働
き
に
よ
っ
て
、
人
間
の
悪
な

る
存
在
が
解
放
さ
れ
て
い
く
、
い
か
な
る
業
の
問
題

か
ら
も
解
き
放
た
れ
て
い
く
ん
だ
、
そ
う
い
う
見
方

を
と
っ
て
い
く
訳
で
あ
る
。

　
親
書
聖
人
の
書
論
は
、
大
き
く
三
つ
に
分
け
て
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
第
一
が
、
仏
の
業
、
如
来

の
業
、
第
二
に
「
浄
土
往
生
の
因
行
に
つ
い
て
述
べ
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る
も
の
」
、
そ
し
て
第
三
が
、
業
・
宿
業
に
か
か
わ
っ

て
く
る
、
「
人
間
の
行
業
に
つ
い
て
述
べ
ち
れ
る
」
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
聖
人
は
、
救
い
の
理
論
の
中
で
業
を
論
じ
て
い
る
。

も
っ
と
い
う
な
ら
信
心
の
筋
道
、
信
心
の
内
容
と
し

て
業
を
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
　
『
浄
土
和
讃
』
に

「
清
浄
光
明
な
ら
び
な
し
遇
斯
光
の
ゆ
え
な
れ
ば
、

一
切
の
業
繋
も
の
ぞ
り
ぬ
　
親
臨
依
を
帰
命
せ
よ
」

と
あ
る
。
阿
弥
陀
如
来
を
十
二
の
光
で
表
さ
れ
、

「
こ
の
光
に
遇
っ
て
い
く
者
は
一
切
の
業
の
繋
縛
か

ら
除
か
れ
て
い
く
ん
だ
、
解
き
放
た
れ
て
い
く
ん
だ
」

と
説
い
て
い
る
。

　
親
鶯
聖
人
の
場
合
は
、
光
に
遇
う
と
い
っ
て
も
、

そ
れ
は
念
仏
の
教
え
に
遇
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
念
仏
申
し
て
い
く
生
活
の
中
で
解
き
放
た
れ

て
い
く
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
業
の
繋

縛
か
ら
解
き
放
た
れ
て
い
き
つ
つ
、
一
方
で
は
ま
す

ま
す
悪
業
・
煩
悩
を
重
ね
て
い
く
身
で
あ
る
こ
と
も発表される浅井教授

強
調
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
が
、
凡
夫
と
は
ど
う
い
う

者
か
を
示
し
た
「
無
明
煩
悩
わ
れ
ら
が
身
に
み
ち
み

ち
て
、
欲
も
お
ほ
く
、
い
か
り
、
は
ら
だ
ち
、
そ
ね

み
、
ね
た
む
」
と
い
う
、
有
名
な
言
葉
で
あ
り
、
臨

終
の
一
念
に
い
た
る
ま
で
我
々
は
無
明
煩
悩
か
ら
解

き
放
た
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
説
か
れ
て

い
る
。

　
非
常
に
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
実
は
ま
す
ま

す
自
己
の
煩
悩
性
を
見
据
え
て
い
き
、
罪
業
の
深
さ

を
見
つ
め
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
願
力
の
働
き

の
中
で
そ
れ
か
ら
解
き
放
た
れ
て
い
く
と
い
う
、
業

を
超
え
て
行
く
世
界
、
業
の
本
当
の
意
味
を
見
い
だ

し
て
い
く
世
界
、
そ
う
い
う
も
の
を
説
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　
人
間
は
本
来
煩
悩
の
身
で
あ
る
か
ら
、
深
く
そ
こ

を
問
い
詰
め
て
い
く
限
り
差
別
性
を
抱
え
て
い
る
存

在
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
目
を
そ
ら
し
て
は
い
け

な
い
。
そ
れ
は
自
分
で
自
分
の
差
別
性
に
気
づ
か
さ

れ
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
念
仏
申
し
て
い
く
宗
教
的

な
生
き
方
の
中
で
、
徹
底
的
に
自
分
の
差
別
性
を
見

極
め
て
い
く
世
界
で
あ
る
。
し
か
し
、
差
別
性
を
見

極
め
て
い
く
と
は
、
そ
れ
を
許
す
の
で
は
な
く
、
そ

れ
を
認
め
な
い
。
そ
れ
を
何
と
し
て
で
も
乗
り
越
え

て
生
き
て
い
く
世
界
、
親
善
聖
人
の
業
の
見
方
は
、

そ
う
い
う
世
界
を
こ
の
本
願
力
の
念
仏
申
す
生
活
の

中
に
見
て
い
か
れ
る
、
と
い
え
る
。

　
次
に
宿
業
の
問
題
だ
が
、
親
里
聖
人
の
著
述
の
中

で
は
、
宿
業
と
い
う
表
現
は
『
歎
異
抄
』
に
し
か
出

て
こ
な
い
。
『
歎
異
抄
』
第
十
三
条
に
、
様
々
な
条
件

の
中
で
、
い
か
な
る
振
る
舞
い
に
も
及
ん
で
い
く
の

が
人
間
存
在
な
の
だ
と
説
か
れ
、
そ
こ
に
こ
の
宿
業

と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
。
そ
こ
で
、
聖
人
の
宿
業

観
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
宿
業
は
信
心
を
ぬ
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
。
②

宿
業
は
因
果
応
報
を
説
く
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
三

世
を
貫
く
悪
業
の
身
を
深
信
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
信

知
さ
れ
る
が
、
聖
人
の
三
世
観
は
、
「
今
世
の
こ
こ
に

あ
る
私
」
の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
見
方
で

あ
り
、
噴
劫
よ
り
悪
業
を
か
さ
ね
、
未
来
永
劫
に
か

け
て
悪
業
の
身
で
あ
る
と
い
う
、
私
の
存
在
を
徹
底

的
に
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
過
去
の
悪
業
の

報
い
が
今
こ
こ
に
現
れ
た
か
ら
反
省
し
、
悔
い
改
め

な
さ
い
と
説
く
た
め
の
三
世
観
で
は
な
い
。
時
を
客

観
的
に
固
定
化
し
、
過
去
、
現
在
、
未
来
の
流
れ
に

沿
っ
て
時
間
を
み
る
の
で
も
な
い
。
今
世
に
、
過
去

世
も
未
来
世
も
重
ね
て
み
る
の
で
あ
る
。
③
宿
業
は

一
因
一
躍
で
語
る
の
で
は
な
く
、
縁
起
の
理
論
に
基

づ
い
て
語
る
。
網
の
目
の
よ
う
な
原
因
や
条
件
の
す

べ
て
の
組
み
合
わ
せ
で
宿
業
が
語
ら
れ
る
。
網
の
目

の
よ
う
に
か
み
合
わ
さ
れ
た
複
雑
な
原
因
や
条
件
は
、

一
因
の
過
去
の
行
為
か
ら
、
一
果
が
ひ
き
出
さ
れ
る

と
い
う
よ
う
な
単
純
な
表
現
で
あ
ら
わ
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
④
宿
業
は
自
己
や
社
会
へ
の
厳
し
い
問
い

か
け
を
含
む
。
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）
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七
五

1990年11月1日 全 、
秘

湊

、…蛙

＝：

〆

“囎隅“

属
醸
．
灘
臨

L

醐

健
、

郵晒、ザ
　　　　議夢

　　「　　　糠

・ドー
T　馨

科学がいま虚融を変える。

分析に科学を。予測に科学を。投資に科学を。

勘や経験だけに頼る時代から．

科学手法を応用する時代へ。

いま、金融の世昇は大きく変わろうとしていますも

その最先端をゆくのが山一の「情輯科学」ですも

地球をかけめぐる盒融の流れは、

情輻とその分析、さらに予測により決定されま廟

山一では高度な金融理論と最新の

コンピュータテクノロジーを駆使して対応。

投資においては管理されたリスクのもとで

最大のリターンをめざしていま耽

山一の「情輻科学」は、

さまざまな商品の開発に役だっている他、

金融のあらゆるニーズにお応えしていますも

「惰組科学」。これからの山一と

金融を語るキーワードで凱

”一二三
〒104東京都中央区八重洲2の4の1
　　君（03）276－3181（代表）
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　び解説を施した関係者待望の書。

●全仏顧問弁護士・長谷川正浩師をはじめ，宗教法

　制研究会会員の執筆に加えて，行政担当者等が，

　永年の研究と豊富な実務体験を踏まえて懇切に解
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